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プロジェクト 専門委員会の新設 
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1. 2015 年アジェンダ協議を受け、IASB は、今後数年間の活動の中心として、Better 

Communication（コミュニケーションの改善）を掲げている。2017 年 3月 30 日に開

示原則に関するディスカッション・ペーパーが公表されており、来年初めに基本財

務諸表に関するディスカッション・ペーパー又は公開草案の公表が予定されている。 

2. 現在、IASB の開示に関する取組みプロジェクト及び基本財務諸表プロジェクトに

おける議論は、ASAF 対応専門委員会等で検討を行っているが、より開示にフォーカ

スした議論を行うために、新たにディスクロージャー専門委員会を設置したい。同

専門委員会の外部専門委員は、利用者 4名、作成者 4 名、監査人 2名で構成するこ

とを想定している。 

3. 同専門委員会は、当面、国際的な意見発信を行うことを目的とし、財務諸表本表の

表示及びこれらに対する注記のあり方を中心に、財務報告におけるディスクロージ

ャー全般を扱うことになると考えられる（財務報告の範囲を議論する上で、企業に

よるディスクロージャー全般を扱うこともあると考えられる。）。 

4. 同専門委員会の設置をご承認頂ける場合には、次回の企業会計基準委員会で専門委

員選任の審議を行い、活動を開始したい。 

 

ディスカッション・ポイント 

「ディスクロージャー専門委員会」の設置について、ご審議いただきたい。 

 

以 上 


